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【射水市】

１人１台端末の利活用に係る計画

１ １人１台端末を始めとするＩＣＴ環境によって実現を目指す学びの姿

第２期射水市教育振興基本計画の「確かな学力の定着」を実現するため、ＩＣＴ機器等を活

用し、個々の状況に応じた多様な学びの実現を目指すとともに、学習指導要領の着実な実施の

もと、基本的な知識や技能を確実に習得し、主体的・協働的に学び、お互いに高め合うことの

できる児童生徒を育成する教育を推進する。

２ ＧＩＧＡ第１期の総括

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、平成３０年度からネットワーク環境を整備し、令和元

年度から１人１台端末、学習支援システム等の整備を実施した。また、ＩＣＴ支援員の配置や

ＩＣＴ活用実践事例データの蓄積・共有を図った。ＩＣＴ機器等を効果的に活用することがで

きるよう整備しており、教職員のＩＣＴスキルの向上とともに、端末の利活用頻度も上昇して

いると認識している。

しかし、教職員のＩＣＴスキルについては一定の習熟度はあるものの個人差がある点、利活

用頻度の評価について客観的なデータに基づいた利活用状況の把握や活用状況に応じた支援が

できていない点が課題である。

３ １人１台端末の利活用方策

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け整備した１人１台端末等を計画的に更新するとともに、

本市が目指す学びの姿の実現を図るため、以下の施策を実施する。

端末の利活用については、教職員が積極的に端末を活用できるよう環境整備・研修・支援の

充実を図るとともに、児童生徒の理解度や進度に合わせた個別最適な学びを実施できるよう習

熟度を高める取り組みを継続して行う。また、児童生徒は端末を利用して調べ学習、発表等を

行うほか、家庭学習を含め、日常的に端末を利用する機会を作る等、これまで以上の利活用を

推進する。

端末の利活用について、別紙の利活用指標及び目標を設定する。利活用状況については、利

活用指標に基づく評価のほか、客観的な利活用データの分析・評価を行い、利活用における効

果検証や各学校の実態に応じた適切な支援を行う等、目標達成に向けた施策を継続して推進す

る。



【別紙】１人１台端末の利活用指標および目標

※各指標における評価は文部科学省が実施する調査に基づき行うものとし、調査内

容の変更に応じて指標、目標値を随時見直すものとする。

項目 指標 目標値

（目標年度）

１人１台端末の積極

的活用

毎年度 ICT 研修を受講する教員の率 100%（R7）

情報通信技術支援員（ICT 支援員）の配置人数 4 校/人（現状維持）

１人１台端末を週３回以上活用する学校の率 100%（R7）

デジタル教科書を実践的に活用している学校の率 100%（R10）

個別最適・協働的な

学びの充実

児童生徒が自分で調べる場面において１人１台端末

を週３回以上使用させている学校の率

100%（R8）

児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面

において１人１台端末を週３回以上使用させている

学校の率

80％（R8）

教職員と児童生徒がやりとりする場面において１人

１台端末を週３回以上使用させている学校の率

80％（R8）

児童生徒同士がやりとりする場面において１人１台

端末を週３回以上使用させている学校の率

80％（R8）

児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題

に取り組む場面において１人１台端末を週３回以上

使用させている学校の率

80％（R8）

学びの保障 希望する不登校児童生徒へ端末を活用した授業への

参加・視聴の機会を提供している学校の率

100%（R8）

希望する児童生徒への端末を活用した教育相談を実

施している学校の率

100%（R8）

外国人児童生徒に対する学習活動等の支援に端末を

活用している学校の率

100%（R8）

障害のある児童生徒や病気療養児等、特別な支援を要

する児童生徒の実態等に応じて端末を活用した支援

を実施している学校の率

100%（R8）


